
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第７４号 2012年 9月 15日 

朝 到着したバスを降りたらひんやりとした空気に驚く。ここはもう標高 2120ｍの高地。バスの運

転手の忍足（おしたり）さんは「気温は 15度くらいだろう」という。雰囲気も素敵だ。眼の前の草

原は少し早目の秋の気配。スタートして 15分もたたないのに、シラビソの林、苔むした岩の数々が

出迎えてくれた。中山からの下山中に硫黄岳、天狗岳がどっしりとした山容を見せる。「にゅー」

からの展望も最高！  本当に素晴らしい山行きになりました！！ 帰りのバスで、会長からの注

意事項があった。「バスに持ちこむ自分の持ち物にはしっかりとした目印をつけておくこと。 最

近間違いが発生しています。」  

くれぐれもご注意願います！ バスの中でコンパスのおさらいをしました。いかがでしたか？ 

（*^_^*） 

 

参加者 19名 

白い雲 遠い山並み 

 

この苔は「クロゴケ」という 準備「ＯＫ」！いざ出発 

お名前も知らない人が撮ってくれました 

6枚の葉に実が着く ゴゼンタチバナ 

 

ヒンヤリと空気が冷たい 

シラビソの林・・・すご

い 

 

どっしりと「硫黄岳と天狗岳」 

駐車場に下山 

縞枯れ状態の山々 

これが「にゅー」の山頂だ！ 

白駒池は思ったより大きい 


